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　昨年、学校訪問で小山市立小山中学校の飯嶋治校長にお会いする機会があった。歴史に詳しい先生から
懇談の中で二宮金次郎（尊徳）が栃木県を舞台に活躍し日光市で没していることをご紹介いただいた。私
の出身地の青森県では久しくお目にかかることがなかった薪を背負い読書する金次郎の像が今も栃木県内
の小中学校には大切に残されているのが気になっていたこともあり、小田原の少年期のことしか覚えてい
なかった自分の浅学を恥じつつもいくつかの書籍を読みあさり、墓地のある今市を訪ね、あらためて金次
郎の偉大さを学ぶこととなった。
　江戸後期に小田原の裕福な篤農家に生まれた金次郎であったが、度重なる洪水で田畑も家財も失い、ほ
どなく両親を亡くし、16歳の若さにして困窮状態に陥った。伯父宅に身を寄せながら薪を集め草履づくり
でお金を蓄え勉学を欠かさなかった不屈の努力家として紹介されてきた。金次郎＝負薪読書の石像＝勤勉
と親孝行のお手本というイメージが強く、私もその一人であったが、調べてみると彼の全体像がやや歪め
られてきた面があり、正しく評価する動きも近年進んでいるようだ。
　金次郎は伯父の世話になりながら４年で自家再興を成し遂げると藩の家老であった服部家の家政の立て
直しを依頼され、それを見事に果たして一躍彼の名が広まる。36歳で下野藩桜町（現在の真岡市）の復興
を命じられ、窮乏状態の桜町を９年の歳月をかけて再建した。その間には保守的な人々から強い抵抗を受
けて苦難の連続であったとされる。生涯で下館、烏山、日光などの600以上の村々を復興させ、甦らせたと
伝わっている。
　成功の秘訣は「報徳仕法」と呼ばれる金次郎の独特のやり方にあった。一つは彼が大切にしていた「勤労」、
二つ目は「分度」といって身の丈にあった生活レベルを設定すること、三つ目は「推譲」、これは若干難し
い言葉だが、勤労と分度で利益が出るようになったら一部は将来の備えに回し、一部は他者のために寄附
する行為にあたる。勤労と分度でV字回復をさせ、推譲で自他を豊かにするものだ。常に原因を正しく分析
し、最適な処方箋を考え、「積小為大」という精神で決して急がず着実に実行し続ける。その過程にはいっ
さいの私利私欲もないからみんなから愛された。職業は農政家、経世家などと表現されるが分かりにくい。
理論よりも実践して結果を出すことを重視する金次郎は、酒匂川の治水を行った土木技術者であり、藩の
経済を立て直す手腕は行政マン、現在の信用組合のような仕組みを編み出したところは優れたビジネスマ
ンでもあり、農業が中心の社会を改革した偉大なソーシャルドクターでもあった。このようにマルチな才
能を発揮したが、社会をこよなく愛したヒューマニストにも思えてならない。
　現在の日本社会は、金次郎が生きた江戸後期に比べはるかに進んでいるものの経済の後退、災害の頻発、
人口減少、海外の影響など類似点が多く見られる。栃木県は気候風土や交通の便に恵まれ、経済的にも豊
かな環境にある。だが、次第に社会全体が厳しく難しい方向に変わっている時、現状に埋没し待ちの姿勢
のままでいいだろうか。「○○は□□で△△だ」と分析や評価をよく耳にするが、積極的な動きにならない。
そんな風潮に自分の知恵と行動で変革した金次郎の生き方は今でも新鮮であり、学ぶべきことが多いので
はないだろうか。希望は、若い皆さんである。薪を背負いながらの読書像を真似て、黒バッグを背に歩き
スマホは危なくてお勧めできないが、負薪読書像の歩くポーズから一歩前に出る姿勢、実践の哲学を是非
学んでいただきたいと思う。いつも「一歩前に」の気持ちを持っていれば、考え行動する人間に育ってい
くに違いない。
　折良く本年5月より映画「二宮金次郎」（五十嵐匠監督）が公開されるので、是非新しい金次郎をご覧い
ただきたい。

学校長挨拶

校長　大久保　惠

金次郎に学ぶ
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主事・専攻科長挨拶

１年間の振り返り
　今年もあっという間に１年が過ぎ
去ってしまいました。皆さんにとって
この１年はどのような年だったでしょ
うか。すべてが思うようになったとい
う人も中にはいるかも知れませんが、
私を含め大半の人がうまく行かないこ
とや納得出来ないことがいくつか、或
いは多々あったのではないかと思いま
す。でも、人生というものはそういう

ものです。それに挫けていては前に進むことはできませ
ん。
　私は研究室に所属する学生が卒業するときにいくつか
の言葉を送るのですが、その中に、「すべてのことには意
味がある。無駄に思えることも、自ら理由づけして取り
組み、無駄にするな。」というものがあります。長い人生、
すべてがうまく行くわけではありませんし、失敗から新
たな発見が見つかることもあります。無駄や失敗と思わ
れることを次に繋げるかどうかは自分自身です。自分自
身への戒めも込めて、この言葉を毎年卒業する卒研生に
送っています。
　昨今、失敗を恐れる若者が増えていると聞き及びます。
そうした社会構造を作り出してしまった大人の一人とし
て責任を感じていますが、私なりの打開策として、前述
の言葉を皆さんに送ります。
　最後に、先日本校で開催された高専シンポジウムにお
いて、高専機構本部の谷口理事長が、このようなお話を
されていました。「失敗は成功の基、成功は失敗の基」。
驕る平家は久しからずとはよく言ったもので、現代社会
の企業は一つの成功では生き残れないということからも
その様子が伺えます。うまく行った人も明るい未来に繋
がるように是非、日々精進・用心を重ねて下さい。

足りないものは何もない、しかし・・・。
　人には無駄や足りないものは何もな
いそうです。失敗したことや、時間を
浪費したことなどのすべてはその人の
経験となります。また、足が長い、短
いは比較の上で成り立ちますが、特性
や能力は人によって様々で、それぞれ
にとっての100％です。今持っている能
力は過去のもので、現在の100％です。
能力が足りないと憂いだり、他人を羨

むことよりも、自分を磨くことに専念して下さい。
　そして、私はその言葉には更に次の言葉が続くと思っ
ています。経験より得られた知見を分析し次に起こす行
動を変えることで、将来に向かって特性や能力が人によっ
て変わって行くということです。今後、大人になればな
るほど、人間の能力には多様性があることが分かるでしょ
う。自分はどんな人間か、どのような人間になりたいのか、
分析し判断して下さい。非力な選手がホームランバッター
になることは難しいかもしれませんが、バントの名手や
守備の選手になることは可能かもしれません。多様性の
力は、将来、組織や社会で必要とされることでしょう。
そのためには、あなた自身が多様性を受け入れることが
大切で、多様性の能力を生かしたチームを作ることが重
要です。

校長補佐（寮務主事）
鈴木　真ノ介

校長補佐（専攻科長）
伊澤　　悟

MCC（モデルコアカリキュラム）
　MCC（モデルコアカリキュラム）と
は、全国の国立高専が、要請する人材
の備えるべき能力や到達度について、
最低限の能力基準（ミニマムスタン
ダード）を確保しつつ、各高専が目指
す人材像に沿って特色ある独自の教育
を実践するための基本的なガイドライ
ンとなるものとされています。小山高
専も、このMCCに沿ったカリキュラム

に改正し全国高専と同じ歩調をとっています。このこと
は、小山高専を卒業すると全国のどの国立高専とも同等
な能力が保証されることを意味しています。ただし、保
証されるのは最低限の能力基準です。最低限ここまでは
出来ること、理解できることの指針となります。
　さらに、各高専の特色である＋αを付加することを求
めています。この＋αを修得することで小山高専の卒業
生となることを示しています。他高専では経験していな
い小山高専オリジナルを座学・実験実習から身につけて
卒業できれば最良と考えています。それは、いろいろな
スキルに対応できるようにしていきたいと考えています。
　小山高専で自分自身の能力を向上させる取り組みを考
え、自らを律して＋αを修得する方法を考えて下さい。

夢に向かって着実な一歩を
　卒業および修了おめでとうございま
す。高専生活を振り返り、自身の成長
を感じることはできますか？学校生活
における成長は、自覚しにくいもので
すが、きっと自信を持って大丈夫です。
皆さんは、基礎知識や経験に加え、多
様なことに対応する方法を習得し着実
に成長していることと思います。
　社会人として、最初に「やりたいこ

と」と「やるべきこと」が異なることを実感し、困惑す
ると思います。「やりたいこと」だけを主張する人に仕事
を任せることはできず、「やるべきこと」を期限内に着実
に実施できる人が仕事を獲得していきます。しかし、指
示された「やるべきこと」だけにこだわる人も、評価は
低くなります。自分が望んでいない「やるべきこと」に
対し、前向きに工夫して挑むときこそ、自己の意識改善
や未知なる能力に気付く良い機会だと思います。いつで
も謙虚な気持ちで、複数の「やるべきこと」を実施しな
がら経験を積み、地道に信頼を得ていくことが、「やりた
いこと」を将来的に実現できる近道になるかもしれませ
ん。

副校長（教務主事）
石原　　学

校長補佐（学生主事）
飯島　道弘
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No. 学年 学	科 学 生 氏 名 主な活躍 表彰名
個人・団体

の別

1 1年 機械 伊勢川　真　生 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

2 1年 機械 釜　井　駿太郎 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

3 1年 機械 篠　原　大　夢 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

4 1年 機械 清　水　由　彦 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

5 1年 機械 杉　本　有　佑 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

6 1年 機械 成　田　紀　樹 平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子個人ダブルスで一次トーナメント３位入賞。 奨励賞 個人

7 1年 機械 細　井　崚大郎 平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子個人ダブルスで二次トーナメント２位入賞。 奨励賞 個人

8 1年 機械 劉　　　　　 賢 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

9 1年 電気電子創造 亀　井　温由樹 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

10 1年 電気電子創造 後　藤　壮　晴 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

11 1年 電気電子創造 竹　澤　小　径 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

12 1年 電気電子創造 坪　山　拓　樹
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス春期大会において男子個人ダブルスで３位入賞。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子個人ダブルスで二次トーナメント２位入賞。

奨励賞 個人

13 1年 電気電子創造 間　中　崇　斗
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

14 1年 電気電子創造 本　橋　優　綺 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

15 1年 電気電子創造 矢　川　大　斗 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

16 1年 電気電子創造 山　村　琉　空
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

17 1年 物質 大　塚　宏　樹 平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において男子団体３位入賞。 奨励賞 団体

18 1年 物質 大　塚　宏　樹
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において男子ダブルス３位入賞。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス春期大会において男子個人ダブルスで３位入賞。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子個人ダブルスで一次トーナメント３位入賞。

奨励賞 個人

19 1年 物質 齋　藤　　　祥 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

20 1年 物質 髙　木　日香留 全国高専大会剣道競技女子個人において優勝。 優秀賞 個人

21 1年 物質 宮　田　翔　太
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

卒業生・修了生に贈る言葉・学生表彰者一覧

修了生諸君へ
建築学コース主任　本多　良政

　専攻科生のみなさん、修了おめでとうございます。
　AI 技術の発展により様々な分野で仕事が自動化され、
社会人には自分の頭で考え、自分の力で切り開ける能
力、仲間を作れる能力が必要となってきています。また、
技術革新や社会情勢が目まぐるしく変化しており、変
化に対応するために多様な考え方が求められています。
みなさんは本科で 5 年間、専攻科で 2 年間の計 7 年間
で専門知識を身につけ、問題提起や問題解決するため
の能力や仲間と協同作業する能力を学んできました。こ
れからの社会で生き残れる素養が身についています。今
後、社会の変化に柔軟に対応できるように、今ある能
力を伸ばす努力をし、専門知識を軸に様々な分野の知
見を広げることで、十分に活躍できることでしょう。自
分の専門分野に固執することなく、興味を持ったこと
に挑戦してほしいと思います。
　それから、教師と学生の関係は学校の中でのことで、
教えた、教わった、の関係はいつまでも変わらないで
しょう。しかし、みなさんも教員もよりよい社会を目
指す研究者であり、技術者です。身近な問題に一緒に
取り組んでいく必要があります。学内には様々な分野
を専門としている教員がいます。みなさんの活動の中
で解決できないような事例があるときは気兼ねなく声
をかけてください。きっと答えを見つけることができ
るでしょう。
　皆さんの活躍を期待しています。

阿部　哲也
須藤　綾華

菅谷　　諒

野中　政宗

延島　康平

山中　裕勝

旧結城城下における伝統的町並みの都市・建築史的考察
もみがら灰のコンクリート用混和材としての利用に関
する研究
スマートコミュニティ事業の類型化と実態の把握

―スマートコミュニティを取り巻く組織と在り方の評価―
全国における大学キャンパスの設置・撤退等の動向に関す
る研究

焼津市花沢に現存する伝統的建造物の振動性状に関す
る研究

焼津市花沢にある伝統木造家屋の耐震性能に関する研究
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No. 学年 学	科 学 生 氏 名 主な活躍 表彰名
個人・団体

の別

22 1年 物質 山　極　空　美 第 62回日本学生科学賞栃木県展覧会　高校生の部　最優秀賞（県議会議長賞）受賞。　 優秀賞 団体

23 1年 建築 中　山　昂　大 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

24 1年 建築 守　谷　恵　人 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

25 1年 建築 守　谷　恵　人 平成 30年度第 58回栃木県高等学校陸上競技新人大会「男子 4× 400mリレー」第 6位。 奨励賞 個人

26 2年 機械 香　取　結　衣 平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において女子ダブルス３位入賞。 奨励賞 個人

27 2年 機械 菊　池　　　蓮 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

28 2年 機械 小　池　邦　佳 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子 4× 100mリレー」第 3位。 奨励賞 個人

29 2年 機械 小　池　邦　佳 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

30 2年 機械 小　池　邦　佳
第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子 4× 100mリレー」第 3位。	
平成 30 年度第 58回栃木県高等学校陸上競技新人大会「男子 200m」第 7位。

奨励賞 個人

31 2年 機械 小　池　邦　佳 平成 30年度第 58回栃木県高等学校陸上競技新人大会「男子 4× 400mリレー」第 6位。 奨励賞 個人

32 2年 機械 佐　藤　聡一郎

平成 30年度関東高等学校水泳競技大会　第 69回関東高等学校選手権水泳競技大会	
男子 400 ｍ個人メドレー　(2 年連続出場 )	
平成 30 年度関東信越地区高等専門学校体育大会水泳競技	
　男子 4× 100mリレー 1位（大会新記録）、男子 400mメドレーリレー 1位（大会新記録）、	
　男子 100mバタフライ 1位、男子 200m個人メドレー 1位	
第 53 回全国高等専門学校体育大会第 24回	全国高等専門学校水泳競技大会	
　男子 4× 100mメドレーリレー 1位、男子 200m個人メドレー 2位

優秀賞 個人

33 2年 機械 鈴　木　結　以
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

34 2年 機械 中　嶋　　　匠 学生会執行部の広報局長として尽力。 奨励賞 個人

35 2年 機械 藤　本　一　毅 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

36 2年 機械 藤　本　一　毅 平成 30年度第 58回栃木県高等学校陸上競技新人大会「男子 4× 400mリレー」第 6位。 奨励賞 個人

37 2年 電気電子創造 岩　見　舜　平 学生会副会長として尽力。 奨励賞 個人

38 2年 電気電子創造 五月女　流　人
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

39 2年 電気電子創造 舘　野　　　桜 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

40 2年 電気電子創造 田　中　千　智
平成 30年度関東信越地区高等専門学校体育大会水泳競技	
　女子 200mメドレーリレー　3位、女子 100m自由形　3位

奨励賞 個人

41 2年 電気電子創造
田宮	アルトゥロ	
海児

第 52回工陵祭の実行委員会の広報として尽力。 奨励賞 個人

42 2年 電気電子創造 根　本　桂　甫 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

43 2年 電気電子創造 松　田　夏　紀 学生会副会長として尽力。 奨励賞 個人

44 2年 物質 石　井　翔　大 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

45 2年 物質 早乙女　光　紀 第 52回の工陵祭実行委員会の花火長として尽力。 奨励賞 個人

46 2年 物質 田　㞍　美　月 第 33回　関東信越地区高等専門学校英語弁論大会のスピーチ部門にて 3位入賞。 奨励賞 個人

47 2年 物質 田　㞍　美　月
平成 30年度関東信越地区高等専門学校体育大会水泳競技	
　女子 200mメドレーリレー　3位

奨励賞 個人

48 2年 物質 蓮　見　正　仁
平成 30年度関東信越地区高等専門学校体育大会水泳競技	
　男子 200mバタフライ　3位

奨励賞 個人

49 2年 物質 松　元　優　斗 第 62回日本学生科学賞栃木県展覧会　高校生の部　最優秀賞（県議会議長賞）受賞。　 優秀賞 団体

50 2年 物質 松　元　優　斗 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

51 2年 物質 松　元　優　斗 平成 30年度第 58回栃木県高等学校陸上競技新人大会「男子 4× 400mリレー」第 6位。 奨励賞 個人

52 2年 物質 三　上　久理守 第 52回工陵祭の実行委員会の駐車場長として尽力。 奨励賞 個人

53 2年 物質 山ノ井　幹　大 H30 年度地区文化発表会の小山高専実行委員長として尽力。 功績賞 個人

54 2年 物質 渡　邉　江利子 関東信越地区高専体育大会柔道競技（女子）で３位入賞。 奨励賞 個人

55 2年 物質 渡　邉　江利子 第 55回関東信越地区高専体育大会　陸上競技大会「女子総合」第 3位。 奨励賞 団体

56 2年 建築 赤　羽　真　菜
全国高等学校ビブリオバトル 2018 栃木県大会（栃木県教育委員会主催、活字文化推進会議、栃木県高等学校教育
研究会図書館部会共催）において、決勝まで進出し入賞を獲得した。

奨励賞 個人

57 2年 建築 荒　川　龍　弥
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

58 2年 建築 生　田　岳　士
「第 61回全国空手道選手権大会予選兼第 45回栃木県大会」の「形の部」、「組手の部」の両部門において準優勝。	
全国空手道選手権大会	出場。

優秀賞 個人

59 2年 建築 大　出　理　紗 第 55回関東信越地区高専体育大会　陸上競技大会「女子総合」第 3位。 奨励賞 団体

60 2年 建築 片　岡　里　緒
関東信越地区高専バドミントン大会　男子団体　優勝	
全国高等専門学校体育大会　男子団体　第３位

優秀賞 団体

61 2年 建築 久　納　翔　太
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

62 2年 建築 櫻　田　涼　香 平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において女子ダブルス３位入賞。 奨励賞 個人

63 2年 建築 白　石　千　遥 第 52回工陵祭の実行委員会の広報長として、工陵祭のポスター・パンフレットの作成等に尽力。 奨励賞 個人

64 3年 機械 大　島　寿　規
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

65 3年 機械 岡　崎　里　音 関東信越地区高専体育大会柔道競技（女子）で優勝。 優秀賞 個人

66 3年 機械 岡　崎　里　音 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「女子砲丸投」において優勝。 優秀賞 個人

67 3年 機械 岡　崎　里　音 第 55回関東信越地区高専体育大会　陸上競技大会「女子総合」第 3位。 奨励賞 団体

学生表彰者一覧
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No. 学年 学	科 学 生 氏 名 主な活躍 表彰名
個人・団体

の別

68 3年 機械 小曽根　　　蒼 H30 年度の学生会会長として、リーダーシップを発揮し、学生会の組織運営に尽力。 功績賞 個人

69 3年 機械 篠　崎　直　紀
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において男子団体３位入賞。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス春期大会において男子団体１位優勝。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子団体１位優勝。

奨励賞 団体

70 3年 機械 篠　崎　直　紀 平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子個人ダブルスで一次トーナメント１位優勝。 奨励賞 個人

71 3年 機械 長　　　龍　佑
「平成 30年度第 38回全国高校生読書体験記コンクール」（一橋文芸教育振興会主催）において、	
「一橋文芸教育振興会賞」を受賞。

優秀賞 個人

72 3年 機械 中　池　勇　貴
関東信越地区高専バドミントン大会　男子団体　優勝	
全国高等専門学校体育大会　男子団体　第３位

優秀賞 団体

73 3年 機械 初　谷　直　春

平成 30年度関東高等学校水泳競技大会　第 69回関東高等学校選手権水泳競技大会	
　男子 50m自由形　(3 年連続出場 )	
平成 30 年度関東信越地区高等専門学校体育大会水泳競技	
　男子 4× 100mリレー 1位（大会新記録）、男子 50m自由形 1位（大会新記録）	
第 53 回全国高等専門学校体育大会第 24回全国高等専門学校水泳競技大会 (3 年連続出場 )	
　男子 4× 100mメドレーリレー 1位

優秀賞 個人

74 3年 機械 森　島　大　智
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において男子団体３位入賞。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス春期大会において男子団体１位優勝。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子団体１位優勝。

奨励賞 団体

75 3年 機械 森　島　大　智
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において男子ダブルス３位入賞。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子個人ダブルスで一次トーナメント１位優勝。

奨励賞 個人

76 3年 機械 湯　澤　　　武 学生会執行部クラス代表委員会の委員長として尽力。 奨励賞 個人

77 3年 機械 渡　邉　広　大 関東信越地区高専体育大会柔道競技（男子）で３位入賞。 奨励賞 個人

78 3年 電気電子創造 荒　川　龍　磨
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

79 3年 電気電子創造 粟　野　豪　隆 第 52回工陵祭の実行委員会の会計長として尽力。 奨励賞 個人

80 3年 電気電子創造 鯉　沼　涼　夏 学生会執行部の庶務局長として尽力。 奨励賞 個人

81 3年 電気電子創造 柴　田　真　澄
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

82 3年 電気電子創造 正　田　晃　己 実用数学技能検定１級に合格。 奨励賞 個人

83 3年 電気電子創造 高　岩　尚　輝
関東信越地区高専バドミントン大会　男子団体　優勝	
全国高等専門学校体育大会　男子団体　第３位

優秀賞 団体

84 3年 電気電子創造 高　橋　魁　晟 第 52回工陵祭の実行委員会のチャリティー長として尽力。 奨励賞 個人

85 3年 電気電子創造 藤　嵜　梨　奈 学生会執行部の技術局長として尽力。 奨励賞 個人

86 3年 電気電子創造 古　田　大　河 青嵐寮 ( 小山高専学生寮 ) の平成３０年度後期寮長として、その任務を全うした。 功績賞 個人

87 3年 電気電子創造 山　本　駿　介

平成 30年度関東信越地区高等専門学校体育大会水泳競技	
　男子 400mメドレーリレー 1位（大会新記録）　	
第 53 回全国高等専門学校体育大会第 24回全国高等専門学校水泳競技大会	
　男子 4× 100mメドレーリレー出場

優秀賞 個人

88 3年 物質 秋　元　純　樹
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において男子団体３位入賞。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス春期大会において男子団体１位優勝。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子団体１位優勝。

奨励賞 団体

89 3年 物質 石　川　大　空 第 52回工陵祭の実行委員会の環境長として尽力。 奨励賞 個人

90 3年 物質 石　川　大　空 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

91 3年 物質 小　林　　　稜 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

92 3年 物質 四　家　豊　加

平成 30年度関東信越地区高等専門学校体育大会水泳競技	
　男子 4× 100mリレー 1位（大会新記録）、男子 400mメドレーリレー 1位（大会新記録）、	
　男子 400m自由形 1位、男子 800m自由形 1位	
第 53 回全国高等専門学校体育大会第 24回	全国高等専門学校水泳競技大会	
　男子 4× 100mメドレーリレー 1位、男子 400m自由形 1位、男子 800m自由形 2位

優秀賞 個人

93 3年 物質 出　野　海　優 第 52回工陵祭の実行委員会の庶務長として尽力。 奨励賞 個人

94 3年 物質 寺　内　大　智 第 62回日本学生科学賞栃木県展覧会　高校生の部　最優秀賞（県議会議長賞）受賞。 優秀賞 団体

95 3年 物質 畑　中　杏　樹
平成 30年度関東信越地区高等専門学校体育大会水泳競技	
　女子 200mメドレーリレー　3位

奨励賞 個人

96 3年 建築 上　野　碧　衣 平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において男子団体３位入賞。 奨励賞 団体

97 3年 建築 大根田　光　輝
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において男子団体３位入賞。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス春期大会において男子団体１位優勝。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子団体１位優勝。

奨励賞 団体

98 3年 建築 大　野　鉄　平 平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において男子団体３位入賞。 奨励賞 団体

99 3年 建築 織　田　大　輝 青嵐寮 ( 小山高専学生寮 ) の平成３０年度前期寮長として、その任務を全うした。 功績賞 個人

100 3年 建築 亀　田　拓　磨
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

101 3年 建築 小森谷　実　優 第 15回全国高等専門学校デザインコンペティション　デザコン 2018in 北海道　空間部門において優秀賞受賞。 優秀賞 団体

102 3年 建築 佐々木　遼　太 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

103 3年 建築 平　　　美　月
関東信越地区高専バドミントン大会　女子個人ダブルス　準優勝	
全国高等専門学校体育大会　女子個人ダブルス　第３位

優秀賞 個人

104 3年 建築 野　沢　美　友 平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において男子団体３位入賞。 奨励賞 団体

105 3年 建築 茂　呂　陽真人
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

106 3年 建築 山　尾　柊　人
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

107 3年 建築 渡　邉　寿々佳 第 52回工陵祭の実行委員会の設備長・物品長として尽力。 奨励賞 個人

108 4年 機械 五十嵐　大　夢
H30 年度の校内球技大会委員会委員長として実行委員をまとめ、	
前期・後期の球技大会の準備および当日運営に貢献。

功績賞 個人

109 4年 機械
クライン　マキシ
ミ リ ア ン　 拓 哉

全国高専体育大会陸上競技大会に「男子 4× 100mリレー」で通算 3回出場。	
第 55 回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子 4× 100mリレー」第 3位。

優秀賞 個人

学生表彰者一覧
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No. 学年 学	科 学 生 氏 名 主な活躍 表彰名
個人・団体

の別

110 4年 機械 クライン　マキシ
ミ リ ア ン　 拓 哉 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子 4× 100mリレー」第 3位。 奨励賞 個人

111 4年 機械 クライン　マキシ
ミ リ ア ン　 拓 哉 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

112 4年 機械 関　口　翔　斗 第 52回工陵祭の実行委員会の副委員長として尽力。 奨励賞 個人

113 4年 機械 髙　橋　航　希

平成 30年度関東信越地区高等専門学校体育大会水泳競技	
　男子 4× 100mリレー 1位（大会新記録）、男子 400mメドレーリレー 1位（大会新記録）、	
　男子 100m平泳ぎ 1位（大会新記録）、男子 200m平泳ぎ 1位（大会新記録）	
第 53 回全国高等専門学校体育大会第 24回	全国高等専門学校水泳競技大会	
　男子 4× 100mメドレーリレー 1位、男子 100m平泳ぎ 1位（大会新記録）、男子 200m平泳ぎ 1位

優秀賞 個人

114 4年 機械 田　中　瑞　樹

第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会	
「男子砲丸投」優勝、「男子円盤投」第 2位。	
第 53 回全国高等専門学校体育大会陸上競技大会	
「男子円盤投」第 8位入賞。

優秀賞 個人

115 4年 機械 田　中　瑞　樹 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

116 4年 機械 寺　内　颯　秀 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

117 4年 機械 長　尾　健　史
全国高専体育大会陸上競技大会に「男子 4× 100mリレー」で通算 3回出場。	
第 55 回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子 4× 100mリレー」第 3位。

優秀賞 個人

118 4年 機械 長　尾　健　史 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子 4× 100mリレー」第 3位。 奨励賞 個人

119 4年 機械 長　尾　健　史 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

120 4年 機械 仲　村　夏　生 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

121 4年 機械 松　本　雄　大 H30 年度の体育委員会の副会長として組織運営に尽力。 奨励賞 個人

122 4年 機械 横須賀　　　光
関東信越地区高専バドミントン大会　男子団体　優勝	
全国高等専門学校体育大会　男子団体　第３位

優秀賞 団体

123 4年 電気電子創造 粟　野　元　基 第 52回の工陵祭実行委員会委員長として実行委員をまとめ、第 52回工陵祭の準備および当日運営に貢献。 功績賞 個人

124 4年 電気電子創造
ウ メ イ ニ・
マ イ ケ ル

高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

125 4年 電気電子創造 大　木　悠　生 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

126 4年 電気電子創造 神　原　桃　子
青嵐寮 ( 小山高専学生寮 ) 平成３０年度前期女子寮長として、その任務を全うした。	
後期からは指導寮生として、指導的な立場として力を発揮した。

奨励賞 個人

127 4年 電気電子創造 神　原　桃　子
関東信越地区高専バドミントン大会　女子個人ダブルス　準優勝	
全国高等専門学校体育大会　女子個人ダブルス　第３位

優秀賞 個人

128 4年 電気電子創造 栗　原　　　諒
全国高専体育大会陸上競技大会に「男子三段跳」で通算 4回出場。	
第 55 回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子三段跳」第 2位。

優秀賞 個人

129 4年 電気電子創造 栗　原　　　諒 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

130 4年 電気電子創造 鈴　木　　　楓
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

131 4年 電気電子創造 鈴　木　悠　太
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

132 4年 電気電子創造 瀧　上　幸　平
関東信越地区高専バドミントン大会　男子団体　優勝	
全国高等専門学校体育大会　男子団体　第３位

優秀賞 団体

133 4年 電気電子創造 塚　越　統　哉 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

134 4年 電気電子創造 寺　島　尚　紀
関東信越地区高専バドミントン大会　男子団体　優勝	
全国高等専門学校体育大会　男子団体　第３位

優秀賞 団体

135 4年 電気電子創造 原　田　　　遊 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

136 4年 電気電子創造 峰　澤　佳　祐 学生会選挙管理委員会の委員長として尽力。 奨励賞 個人

137 4年 電気電子創造 山　本　輝　弥
関東信越地区高専バドミントン大会　男子団体　優勝	
全国高等専門学校体育大会　男子団体　第３位

優秀賞 団体

138 4年 物質 秋　山　直　輝
関東信越地区高専バドミントン大会　男子団体　優勝	
全国高等専門学校体育大会　男子団体　第３位

優秀賞 団体

139 4年 物質 秋　山　直　輝
関東信越地区高専バドミントン大会　男子個人シングルス　優勝	
全国高等専門学校体育大会　男子個人シングルス　第３位

優秀賞 個人

140 4年 物質 塩　原　夢　乃 第 55回関東信越地区高専体育大会　陸上競技大会「女子総合」第 3位。 奨励賞 団体

141 4年 物質 柴　田　真　輝
関東信越地区高専バドミントン大会　男子団体　優勝	
全国高等専門学校体育大会　男子団体　第３位

優秀賞 団体

142 4年 物質 田　中　　　惇 第 52回工陵祭の実行委員会の副委員長として尽力。 奨励賞 個人

143 4年 物質 田　中　陽　大

水泳部の部長として積極的に部活動に関わり部員の泳力強化やチームワーク作りに尽力。	
平成 30年度関東信越地区高等専門学校体育大会水泳競技において団体総合３位、	
第 53 回全国高等専門学校体育大会第 24回	全国高等専門学校水泳競技大会において、団体総合 3位の成績達成に多
大な貢献。

功績賞 個人

144 4年 物質 田　中　陽　大 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

145 4年 物質 生　井　嶺　也 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

146 4年 建築 江　島　ありさ 第 52回工陵祭の実行委員会の企画長として尽力。 奨励賞 個人

147 4年 建築 柏　崎　　　陵 H30 年度の体育委員会の会計として組織運営に尽力。 奨励賞 個人

148 4年 建築 小　島　敬　也 第 15回全国高等専門学校デザインコンペティション　デザコン 2018in 北海道　空間部門において優秀賞受賞。 優秀賞 団体

149 4年 建築 鈴　木　佐暉子
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

150 4年 建築 土　屋　茉　奈 第 55回関東信越地区高専体育大会　陸上競技大会「女子総合」第 3位。 奨励賞 団体

151 4年 建築 遠　山　尚　子 青嵐寮 ( 小山高専学生寮 ) 平成３０年度後期女子寮長として、その任務を全うした。 奨励賞 個人

152 4年 建築 戸　張　千　聖
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

153 5年 機械 荒　川　直　輝 第 15回学生＆企業研究発表会において、（株）中村製作所から「ナカムラ・キラリ賞」受賞 奨励賞 団体

154 5年 機械 大　森　良　和 第 15回学生＆企業研究発表会において、（株）中村製作所から「ナカムラ・キラリ賞」受賞 奨励賞 団体
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No. 学年 学	科 学 生 氏 名 主な活躍 表彰名
個人・団体

の別

155 5年 機械 折　原　慶　喜 第２４回高専シンポジウム in	Oyama において、ポスター発表賞を受賞した。 奨励賞 個人

156 5年 機械 柏　﨑　志　武
全国高専大会剣道競技男子個人に、3年連続出場。	
部長を務めながら、部員を牽引し 2017 年には全国高専大会第 3位入賞。

優秀賞 個人

157 5年 機械 高　谷　哲　平 学生会執行部の会計局長として尽力。 奨励賞 個人

158 5年 機械 高　谷　哲　平 第 15回学生＆企業研究発表会において、（株）中村製作所から「ナカムラ・キラリ賞」受賞 奨励賞 団体

159 5年 機械 田　崎　陽　登 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

160 5年 電気電子創造 青　柳　旭　彦 ｢第 3回廃炉創造ロボコン｣ において、｢特別賞（日立GEニュークリアエナジー賞）」を受賞。 優秀賞 団体

161 5年 電気電子創造 荒　川　永　夢 ｢第 3回廃炉創造ロボコン｣ において、｢特別賞（日立GEニュークリアエナジー賞）」を受賞。 優秀賞 団体

162 5年 電気電子創造 伊　澤　優　太
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

163 5年 電気電子創造 大　浦　友　暉 ｢第 3回廃炉創造ロボコン｣ において、｢特別賞（日立GEニュークリアエナジー賞）」を受賞。 優秀賞 団体

164 5年 電気電子創造 大　橋　秀　嘉 ｢第 3回廃炉創造ロボコン｣ において、｢特別賞（日立GEニュークリアエナジー賞）」を受賞。 優秀賞 団体

165 5年 電気電子創造 高　橋　怜　央
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

166 5年 電気電子創造 田　村　　　崚 「電子情報通信学会 2018 年ソサイエティ大会」において、「ネットワークソフトウェア優秀ポスター賞」を受賞。 優秀賞 個人

167 5年 電気電子創造 並　木　　　涼
「電子情報通信学会 2018 年ソサイエティ大会」において、ポスター発表。	
「電子情報通信学会ネットワークソフトウェア研究会」、「情報処理学会第 81回全国大会」で発表。

奨励賞 個人

168 5年 電気電子創造 福　林　明日香 高専ロボコン２０１８関東甲信越地区大会においてAチームは特別賞（安川電機）、Bチームはデザイン賞を受賞。 優秀賞 団体

169 5年 電気電子創造 福　林　明日香
ロボコンプロジェクト活動に積極的に参加し優秀な成績を収めた。ロボットを用いた実演活動を通じ	
全国的な高専ロボコンのＰＲ活動および地域における教育・文化の支援活動において尽力した。

功績賞 個人

170 5年 電気電子創造 松　野　将　馬 ｢第 3回廃炉創造ロボコン｣ において、｢特別賞（日立GEニュークリアエナジー賞）」を受賞。 優秀賞 団体

171 5年 電気電子創造 松　野　将　馬
ロボコンプロジェクト活動に積極的に参加し優秀な成績を収めた。ロボットを用いた実演活動を通じ	
全国的な高専ロボコンのＰＲ活動および地域における教育・文化の支援活動において尽力した。

功績賞 個人

172 5年 物質 新　井　小百合

第 53回全国高等専門学校体育大会第 24回	全国高等専門学校水泳競技大会	
　女子 100m平泳ぎ　( ５年連続出場 )	
平成 30 年度関東信越地区高等専門学校体育大会水泳競技	
　女子 200mメドレーリレー 3位、女子 100m平泳ぎ 2位　全国大会出場

優秀賞 個人

173 5年 物質 岡　　　悟　史 第 52回工陵祭の実行委員会の渉外局スポンサー長として尽力。 奨励賞 個人

174 5年 物質 金　原　風　雅 第 52回工陵祭の実行委員会の全体補佐として尽力。 奨励賞 個人

175 5年 物質 財　津　奏　太 第 4回北関東磐越地区化学技術フォーラムにおいて優秀ポスター賞受賞。 奨励賞 個人

176 5年 物質 財　津　奏　太
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において男子団体３位入賞。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス春期大会において男子団体１位優勝。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子団体１位優勝。

奨励賞 団体

177 5年 物質 財　津　奏　太 平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子個人ダブルスで二次トーナメント１位優勝。 奨励賞 個人

178 5年 物質 須　永　祥　斗 第 4回北関東磐越地区化学技術フォーラムにおいて優秀ポスター賞受賞。 奨励賞 個人

179 5年 物質 須　永　祥　斗
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会ソフトテニス競技において男子団体３位入賞。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス春期大会において男子団体１位優勝。	
平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子団体１位優勝。

奨励賞 団体

180 5年 物質 須　永　祥　斗 平成３０年度関東高専交流ソフトテニス秋期大会において男子個人ダブルスで二次トーナメント１位優勝。 奨励賞 個人

181 5年 物質 高　橋　可　保 第２４回高専シンポジウム in	Oyama において、ポスター発表賞を受賞した。 奨励賞 個人

182 5年 物質 半　田　佳　幹 第 52回工陵祭の実行委員会の全体補佐として尽力。 奨励賞 個人

183 5年 物質 藤　田　陽　太
全国高専体育大会陸上競技大会に「男子三段跳」で通算 4回出場。	
第 55 回関東信越地区高専体育大会	
陸上競技大会「男子三段跳」第 3位、「男子走幅跳」第 2位。

優秀賞 個人

184 5年 物質 藤　田　陽　太 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

185 5年 物質 矢　島　夏　海
国際会議（3rd	STI-Gigaku	2018）において優秀ポスター賞受賞。	
第 15 回「	学生＆企業研究発表会	」においてポスター最優秀賞受賞。

奨励賞 個人

186 5年 物質 矢　島　夏　海
国際シンポジウム STI-GIGAKU において、優秀ポスター賞を受賞。	
第１５回学生＆企業研究発表会にて、ポスター優秀賞を受賞。

優秀賞 個人

187 5年 物質 吉　田　開　斗
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

188 5年 建築 鮎　澤　宗　壱
関東信越地区高専バドミントン大会　男子団体　優勝	
全国高等専門学校体育大会　男子団体　第３位

優秀賞 団体

189 5年 建築 伊　藤　秀　斗
平成３０年度関東信越地区高等専門学校体育大会関東ブロックサッカー競技	
	兼	第４７回関東高等専門学校サッカー選手権大会　優勝

優秀賞 団体

190 5年 建築 大　勝　圭　輝 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

191 5年 建築 川　畑　祐　貴
全国高専体育大会陸上競技大会に「男子 4× 100mリレー」で通算 3回出場。	
第 55 回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子 4× 100mリレー」第 3位。

優秀賞 個人

192 5年 建築 川　畑　祐　貴 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子 4× 100mリレー」第 3位。 奨励賞 個人

193 5年 建築 川　畑　祐　貴 第 55回関東信越地区高専体育大会陸上競技大会「男子総合」第 3位。 奨励賞 団体

194 5年 建築 鈴　木　梨　紗 第 15回全国高等専門学校デザインコンペティション　デザコン 2018in 北海道　空間部門において優秀賞受賞。 優秀賞 団体

195 5年 建築
ロン	クンティア　
マリッ

栃木市国際交流協会主催の「第 14回日本語スピーチコンテスト」において、優勝賞受賞。 奨励賞 個人

196 S1年
電気電子創造

工学コース
山　口　拓　海 第 15回学生＆企業研究発表会において、AIS 総合設計 ( 株 ) から「AIS 総合設計賞」受賞 奨励賞 個人

197 S1年
物質工学コー

ス
藤　﨑　智　行

「トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム」に採択され、	
スイス連邦工科大学チューリッヒ校（ETH	Zurich）への１年間の長期留学を達成。	
第２３回化学プロセス工学国際会議において、英語でのOral	Presentation を成功させた。

優秀賞 個人

198 S2年 建築学コース 菅　谷　　　諒
ISTS2018 に参加し、プログラム中のワークショップで
「H.R.H	PRINCESS	MAHA	CHAKRI	SIRINDHORN's	Cup」受賞（最高の賞）。

奨励賞 個人

199 S2年 建築学コース 須　藤　綾　華 第 15回「学生＆企業研究発表会」において金賞受賞。 奨励賞 個人

学生表彰者一覧
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平成30年度卒業生・修了生就職・進学先一覧

本　　　　　　科

機械工学科 電気電子創造工学科 物質工学科 建築学科

株式会社 JALエンジニアリング ＪＸＴＧエネルギー株式会社 三井金属鉱業株式会社 清水建設株式会社
東日本旅客鉄道株式会社 株式会社ＵＳＥＮーＮＥＸＴ　ＨＯＬＤＩＮＧＳ アルメックスＰＥ株式会社 JR東日本ビルテック株式会社
株式会社Mテック 株式会社オフィスエフエイ・コム エヌエス環境株式会社 NTTデータ先端技術株式会社
株式会社ジェイアール東日本メカトロサービス 株式会社ジェイアール東日本メカトロサービス 株式会社ホンダ産業 アイング株式会社
株式会社日産オートモーティブ 株式会社チノー 株式会社環境管理センター 株式会社イトーキ
株式会社ロッテ 株式会社日本理化テクノロジーズ サントリースピリッツ株式会社 株式会社ザイマックスアルファ
株式会社日立産機システム 株式会社日立ビルシステム サントリープロダクツ株式会社 株式会社横河システム建築
川崎重工業株式会社 株式会社富士通エフサス ダイキン工業株式会社 株式会社織本構造設計
コマツ（株式会社小松製作所） 株式会社メンバーズ 旭化成株式会社 株式会社足利銀行
ファナック株式会社 株式会社東光高岳 株式会社フジコー 株式会社渡辺有規建築企画事務所
ヤンマーアグリジャパン株式会社関東甲信越カンパニー 株式会社日立ハイテクフィールディング 小川香料株式会社 東京電力ホールディングス株式会社
曙ブレーキ工業株式会社 グラクソ・スミスクライン株式会社 第一三共ケミカルファーマ株式会社 戸田建設株式会社
森トラストビルマネジメント株式会社 東京電力ホールディングス株式会社 中外製薬工業株式会社 森トラスト・ビルマネジメント株式会社
東京ガス株式会社 東芝コンピュータテクノロジー株式会社 東京都下水道サービス株式会社 江田特殊防水工業株式会社
日立化成株式会社 東武冶金株式会社 日水製薬株式会社 大和リース株式会社
本田技研工業株式会社 ハートランド・データ株式会社 日鉄住金テックスエンジ株式会社 渡辺建設株式会社

ビーブラウンエースクラップ株式会社 日立化成テクノサービス株式会社
東日本旅客鉄道株式会社 龍田化学株式会社
フォスター電機株式会社
マニー株式会社
新明和工業株式会社
東武インターテック株式会社
日信ソフトエンジニアリング株式会社
日本フィールドエンジニアリング株式会社
日立建機日本株式会社
富士通テレコムネットワークス株式会社
本田技研工業株式会社

専　　　　攻　　　　科

機械工学コース 電気情報工学コース 電子制御工学コース 物質工学コース 建築学コース

株式会社ケイヒン 花王株式会社 日東紡績株式会社 田中貴金属工業株式会社 株式会社一条工務店群馬
セイコーエプソン株式会社 AGCオートモーティブウィンドウシステムズ株式会社 株式会社トラストネクストソリューションズ 外務省

日本電産エレシス株式会社 芝浦メカトロニクス株式会社 株式会社大建設計
セイコーエプソン株式会社 トヨタウッドユーホーム株式会社
パナソニックシステムソリューションズジャパン株式会社 株式会社第一ビルディング
日本無機株式会社

本　　　　　　科

機械工学科 電気電子創造工学科 物質工学科 建築学科

小山高専専攻科 (4) 小山高専専攻科 (9) 小山高専専攻科 (4) 小山高専専攻科 (4)
群馬大学 群馬大学 宇都宮大学 宇都宮大学（2）
千葉工大 東北工業大学 岡山大学 千葉工業大学
千葉大学 豊橋技術科学大学（4） 群馬大学 千葉大学（2）
東京海洋大学（2） 山形大学（2） 千葉大学 豊橋技術科学大学（4）
東北大学 茨城大学 長岡技術科学大学（7） 日本大学
徳島大学 宇都宮大学 東京農工大学（2）
豊橋技術科学大学 金沢大学 豊橋技術科学大学（3）
福島大学 千葉工業大学（3） 北海道大学
山梨大学 長岡技術科学大学（3）
長岡技術科学大学（3） 電気通信大学

東京農工大学（4）
北海道大学

専　　　　攻　　　　科

機械工学コース 電気情報工学コース 電子制御工学コース 物質工学コース 建築学コース

筑波大学大学院 筑波大学大学院 群馬大学大学院 東京医科歯科大学 筑波大学大学院
宇都宮大学大学院 奈良先端技術大学院大学 東北大学大学院

平成 31年 2月末現在平成30年度 (平成 31年 3月卒業・修了生 )の主な就職先

※（　）は人数

平成30年度 (平成 31年 3月卒業・修了生 )の主な進学先 平成 31年 2月末現在
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後援会だより・部活動報告

後援会会則の変更点について
小山高専後援会　広報部会　関塚　竜男

　今回は、本年度の小山高専後援会理事会で決議され
た後援会の会則および細則の変更についてお知らせし
ます。

１．支部区域割の変更
　各支部会員数の偏りを是正するため、2019 年度の新
入会員より所属支部が以下のように変わります。

（ 注：既に入会されている方は変わりません。 ）
下野市・上三川町　　宇都宮支部 → 小山支部
壬生町　　　　　　　宇都宮支部 → 晃麓支部

２．会計年度の変更
　年度会計決算から総会までの間、会報の編集と印刷
に必要な期間を確保するため、決算時期を 3 月末から 2
月末に変更し、会計年度を 3 月１日から 2 月末日とし
ました。

３．支部総会の一部合同開催
　ご臨席いただく先生方の負担を低減するため、以下
の次回支部総会を合同で開催します。
・小山支部・県南支部
・筑西支部・茨城西支部
※各支部の総会開催日程や場所などの詳細については、
案内状にてご確認ください。

以上、ご理解とご協力をお願い致します。

写真部活動紹介
写真部部長　機械工学科５年　荒川　直輝

　私たち写真部は、写真技術の向上や写真に関わる知
識の習得を目標に日々活動しています。
　写真部では、写真の原点を学ぶ目的で、現在では希
少となっているフィルム写真の撮影やモノクロフィル
ム写真の現像、焼き付け作業を自分達の手で行ってい
ます。他では経験することのできない貴重な機会となっ
ており、現像で写真が浮かび上がる瞬間には多くの部
員がデジタル写真とは一味違った写真に感動していま
す。
　写真撮影技術の向上のために多くの部員が参加する
撮影旅行も実施しています。本年度は撮影旅行で那須、
黒羽、鎌倉、富士山、新潟での撮影の他、駒ケ岳での
登山撮影も行ってきました。特に那須でのつつじ撮影
と新潟での紅葉の撮影旅行のときには多くの部員が参
加し、バスを貸し切っての撮影旅行となりました。普
段の個人での撮影とは違った活動を通し、部員同士の
親睦も深まりました。
　工陵祭では、普段から仲の良い部員同士チームワー
クを発揮し、モザイクアートや写真館モデルの製作な
どに取り組むことが出来ました。工陵祭当日には、訪
れてくださった多くの方から「感動した」などの賞賛
の声を頂くことが出来ました。来年度以降は工陵祭以
外にも地域の方などと接するイベントに積極的に参加
していきたいです。
　これからも写真技術の向上や写真知識習得に向け、部
員一同、精一杯活動していきます。



18

デザインコンペティション・英語弁論大会

介デザコンに参加して
建築学科４年　小森谷　実優

　昨年 11 月、デザコンメンバーとして空間部門で優秀
賞をいただきました。このような貴重な機会に携わら
せていただき、非常に嬉しく思います。また、このよ
うな機会を与えてくださった、鈴木先輩を初めとする
多くの方々にこの場を借り、感謝申し上げます。
今回のデザコンは私にとって初めてのコンペでした。準
備期間は課題との両立が大変でしたが、それ以上に楽

しく、多くのことを学び、充実していました。本選では、
プレゼンテーション、質疑応答など二日間にわたる審
査を終え、全国の高専から選ばれた「守破離」をテー
マにした約 10 作品の中から、優秀賞に選んでいただき、
達成感と力を貸してくれた方々に良い報告ができるこ
とにほっとしました。また、沢山の作品に触れたこと
が自身への良い刺激となりました。
　現在私は、新たにクラスメートと共にコンペに応募
しています。デザコンに参加し、得たものを今後様々
な場面で発揮できるよう、邁進してまいります。

英語弁論大会に参加して
物質工学科２年　田㞍　美月

　 私 は「Giving　yourself　freedom　– Internal　and　
external　force」という題名でスピーチ部門に出場しま
した。困難を乗り越えることの大切さ、人から何かを
やらされるのではなく、自分から課題を見つけてそれ
をこなすことの喜びを、自分の体験を踏まえて発表し
ました。人前で話すことが苦手であったため、練習の

始めの段階では、英語が話せても発表するとなるとう
つむいてしまい、声が小さくなってしまいました。し
かし、先生がジェスチャーや立ち振る舞いの仕方を教
えてくださったおかげで、本番では堂々とした態度で
発表することができました。
　この大会への参加を通して、英語力が向上しただけ
でなく、苦手だったことが克服できたので嬉しかった
です。とても良い体験ができました。

平成 30 年 11 月 17 日、本校視聴覚室で行われ、物質工学科２年田㞍 美月さんの発表、
「Giving Yourself Freedom: Internal and External Motivation」が、スピーチ部門第３位に入賞しました！

平成 30 年 11 月 10 日～ 11 日、釧路市観光国際交流センターで開催され、小山高専作品「ヤマサ －煙突の煙が幸せのかけらを報せる－」が、
空間デザイン部門において全 151 チーム中、総合第２位で優秀賞に輝きました！
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学生会ニュース・学寮ニュース

機械工学科 2年　中嶋　匠

　こんにちは。小山高専学生会執行部です。寒く長
かった冬も終わり、日に日に暖かくなって参りまし
たね。卒業式、入学式と慌ただしいこの季節は年越
し以来の一年の節目なのではないかと思います。私
たち学生会も一つの節目を迎え、新たな会長、副会
長を基盤として活動していきます。
　新年度にご入学なさる 1 年生にも学生会執行部に
興味を持ってくれたらと密かに願っています。
　私たちは部活動巡回や物品調査といった通常業務
の他、入学式や球技大会、オープンキャンパス、工
陵祭など学内の行事でも幅広く活動しています。新
年度も前年度と同じように活動の様子は学校で掲載
している学生会新聞と、この工陵でも紹介していき
ます。ちなみに学生会新聞、工陵につきましては広
報局が担当しております。楽しく気軽に読んで頂け
る様、尽力致しますので是非お手に取って頂けたら
と思います。
　我々学生会執行部は新年度も日々精進して参りま
すので、これからもご指導ご鞭撻のほど宜しくお願
い致します。

平成 30年度後期寮長
電気電子創造工学科 3年　古田　大河

　青嵐寮では１２月、クリスマス会が行われました。
昼は３～５人のグループに分かれケーキを作りまし
た。班は学年混合でランダムに振り分けられるので
すが、どの班も楽しそうに限られた材料を使ってど
んなケーキを作ろうか協力し、試行錯誤していまし
た。できあがったケーキは班ごとにテーマやこだわ
りを発表し合い、夜にはそのケーキを食べながら寮
生や先生方で出し合った物を景品にビンゴ大会を行
い、大盛り上がりでした。
　１月には、成人祝賀会が行われました。成人した
５年生を中心に餅を４臼分つきました。杵が重く、
ひとつきするのに手こずる人やここぞとばかりに高
速でつきアピールする人など餅をつくにもふざけ
あったり協力し合ったりして親睦を深め合いました。
つきたての餅は、ひと口サイズに丸めてきな粉やみ
たらし、あんこや海苔等で自由に味付けをして皆で
お腹がパンパンになるまで食べました。
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読書体験記コンクール・平成31年度諸経費について

項 目 金 額 期 日 該 当 者 担 当 係

授 業 料
前　期　　　　　　 117,300 円 4 月 26 日（引き落し）

※
本科・専攻科生 総務課財務係 

（0285）20-2131後　期　　　　　　 117,300 円 10 月 28 日（引き落し） 本科・専攻科生

学 生 会 費
年　額　　　　　　　  6,000 円 4 月 26 日（郵便振替） 学生 学生課学生係 

（0285）20-2147入会金　　　　　　　  1,000 円 4 月 26 日（郵便振替） 入会時のみ

後 援 会 費

年　額　　　　　　   25,200 円 4 月 27 日（引き落し） 学生 1 名につき

後援会事務局 

（0285）20-2145
年　額　　　　　　   16,800 円 4 月 27 日（引き落し）

前年度に置いて授業料の免除を受けた者、もしくは就
学支援金加算支給を受けた者は除く。

入会金　　　　　　   15,000 円 4 月 27 日（引き落し）
入会時のみ（但し、兄弟入学 2 人目以降、および本科
から継続して専攻科へ入学した場合は徴収しない）

学     

寮

入 寮 費 　　　　　　　　　　  3,000 円 4 月 19 日（引き落し） 入寮時のみ　寮生 1 名につき

学生課寮務係 

（0285）20-2149

寮 費
前　期　　　　　　　30,000 円
後　期　　　　　　   30,000 円

　  4 月 19 日（引き落し） 
10 月 18 日（引き落し )

寮 生 会 費 年　額　　　　　　　  7,000 円 4 月 19 日（引き落し）

冷 暖 房 費
前　期　　　　　　　16,000 円
後　期　 　　　　  　16,000 円

　  4 月 19 日（引き落し）
10 月 18 日（引き落し )

食 費 月額約　　　　　　　38,700 円 翌月 20 日（引き落し） 1 日 3 食　　　1,290 円

寄 宿 料

前　期　4,200円（個室4,800円） 4 月 26 日（引き落し）

総務課財務係 

（0285）20-2131
後　期　4,200円（個室4,800円） 10 月 26 日 （引き落し）

※月額 700 円（個室 800 円）

※就学支援金対象者は、

　		8 月 26 日（引き落し）

2019. ３　

　とうとう平成最後の卒業生・修了生が学窓を巣立っていきました。
高専生のみなさんは社会から特に期待されている人財です。新天地
でも自分が小山高専出身であることに誇りと自覚を持って頑張って
ほしいと思います。
　最後になりますが、日頃より本誌をご愛読いただいている方々、
そして、本誌の発行に多大なるご協力をいただいた関係者の皆様に
この場をお借りして御礼申し上げます。今後とも小山高専をよろし
くお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生係

　全国高校生読書体験コンクールにおいて、機械工学
科 3 年の長龍佑君が「一ツ橋文芸教育振興会賞」を受
賞しました。本年度は全国 47 都道府県から 438 校が参
加し、応募作品総数は 96,805 編に上りました。長君は
その中の優れた 8 編に選ばれて、1 月 27 日に東京ドー
ムホテルに招待され翌 28 日に表彰式に出席して、賞状
と楯、記念品を受領しました。体験記の題名は「心を
通わせる」で、体験書籍はテリー・ケイ著・兼武進訳『白
い犬とワルツを』( 新潮文庫 ) です。
　また、この受賞に伴って、本校も「学校賞」として
楯および集英社文庫 100 冊セットを受贈しました。
　なお、産経新聞（1 月 29 日付朝刊）と下野新聞（2 月
7 日付朝刊）に同コンクールの表彰についての記事があ
り、長君の受賞コメントも掲載されています


